


活 動 事 例  

ＳＦ６ガス全廃への取り組み 

22マネジメント 開発・設計 生　産 工　場 

環境報告  

　06年度は、前年度比2％減という原単位目標を新たに設定し、従

来のＣＯ2総排出量目標と合わせて2つの目標で活動を進めました。

 また、啓蒙活動の強化や省エネ表彰制度の拡大により“やる

気の出る活動”づくりを目指しました。重点的な活動としては、

自然エネルギーの利用拡大や分散型コージェネ導入拡大、個別

空調機への省エネ機器取付などを進めました。  

　結果として、原単位目標は達成することができましたが、生産

増の影響により、ＣＯ2排出量は前年比約3％増となりました。  

　2010年度の中長期目標達成に向けて、07年度からは多消

費設備ＷＧを発足し、ＣＯ2削減効果の大きい対策を全工場に展

開していきます。  

　温室効果ガス（5ガス）排出量は、ＳＦ6ガスの使用量低減によ

る効果で、前年度比で約45％低減しました。2010年度までに

ＳＦ6ガスを全廃することで中長期目標を達成する見込みです。 
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　キーシリンダー製品の鋳造工程でマグネシウムが燃えな

いように使用する六フッ化硫黄(SF6ガス）のフッ化ケトン（FK)

ガスへの切り替えを05年度から進めています。フッ化ケトン

は六フッ化硫黄と比べ地球温暖化係数が2万3900分の1と

低く、その分温室効果を減らすことができます。  

　06年度には、全12台へのFKガス導入が完了し、約3万tの

ＣＯ2を低減する効果が得られました。  

　今後は国内外のグループ会社への展開も視野に入れて取

り組みを進めていきます。 

活 動 事 例  

省エネ表彰制度の拡大 
　06年度は、『省エネを魅力ある活動に』を合言葉に表彰制

度の拡大を実施しました。  

　分科会の取り組み活動を点数評価し、優秀な成績を収めた

分科会に対して賞状と記念品を贈りました。  

　ＣＯ２目標を達成し、最優秀分科会を受賞した“省エネＶＣセンター

分科会”には、全員に省エネ啓蒙・窓付ボールペンが贈られました。

　今後も表彰制度をさらに拡大させて活動強化につなげていきます。 
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07年度より非生産分も加えた活動とし、基準年である90年度の排出
量を把握できない非生産拠点は、それ以降で把握できた最も古いデー
タを使用しました。 
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■温室効果ガス(5ガス)排出量と原単位の推移 
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実績 目標 実績 目標 増築〈半導体工場〉 

表彰式 

【06年度の受賞】  
　　最優秀分科会　　　　省エネＶＣセンター分科会  
　　優秀分科会　　　　　西枇杷島工場分科会  
　　特別功労賞　　　　　警備員の皆さん 

賞状と記念品の窓付ボールペン（※）  

※ボールペンはノックする度に窓の 
　表示が変わります。 

データ 
ファイル P2


